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第３回「コンプライアンス推進諮問会議」の開催について 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 松尾 憲治）は、２００７年１１月１５日に   

２００７年度第３回「コンプライアンス推進諮問会議」を開催しましたので、審議内容等

についてご報告します。 

 

今回の会議では、２００７年１０月５日に公表した保険金等の支払状況に関する調査結

果について報告するとともに、金融商品取引法への対応および２００７年度コンプライア

ンス・プログラム中間評価等について審議・検討しました。 

社外委員からは、「不適正事象については、発生防止だけではなく、起きた場合の早期

発見の仕組みも重要」「保険会社は支払うことが仕事という原則を全職員にさらに浸透させ

ていくべき」「金融商品取引法の考え方もふまえて、意向確認書面への対応その他の実務を

組み立てることが望ましい」といった意見が述べられるなど、活発な意見交換が行なわれ

ました。 

今後とも、実効性の高い法令等遵守態勢を構築するための審議・検討を行なっていきま

す。 

 

第３回「コンプライアンス推進諮問会議」の開催について 

（１）開催日時・場所 ２００７年１１月１５日（木）１５:００～１７:００ 明治安田生命会議室 

（２）出席者（敬称略） 

議   長 川田  晃 （株式会社日刊警察新聞社 社長、元国際刑事警察機構 副総裁） 

社 外 委 員 中川 徹也（山王法律事務所 弁護士、國學院大學法科大学院 教授） 

 〃   大塚 英明（早稲田大学大学院法務研究科 教授） 

社 内 委 員 松尾 憲治（取締役 代表執行役社長） 

 〃   安倍 俊夫（専務執行役 コンプライアンス統括部担当） 

 

以 上 


